
沖積層から探る最近数千〜 1 万年間の地殻変動 経済学部 丹⽻雄⼀

1. はじめに
   将来起こり得る地震ハザードの評価において、超巨⼤地震の繰り返しとプレート境界断層の動きの関係を解明する必要がある。そのためには測地観測記録のある
最近数10〜100年間の地殻変動とより⻑期間の地殻変動を⽐較検討し、超巨⼤地震繰り返しに関連したプレート境界断層の動きを復元することが重要である。海岸
地域に分布する地形や地層は、測地観測記録よりも⻑期間の地殻変動の記録媒体として有⽤である。
 発表者は、上述の背景から、最近1万年間に形成された臨海沖積平野を構成する地層(沖積層)から、超巨⼤地震発⽣帯における最近数千〜1万年間の地殻変動の
解読をおこなっている。本ポスターでは、2011年3⽉11⽇に発⽣した東北地⽅太平洋沖地震(東北沖地震)の震源域近傍に位置する三陸海岸で実施した研究の概要
を紹介する。

2. 調査地域概要と研究⽅法
三陸海岸
・東北沖地震の震源域近傍
・東北沖地震時に最⼤1 m強
 の広域的沈降
・東北沖地震以前の
 数10〜100年間の沈降傾向
・測地観測よりも⻑期間の
 地殻変動は不明点が多い
研究⽅法
・三陸海岸に点在する複数の
 沖積平野で沖積層試料を採取
・採取した試料の解析に基づいて
 堆積過程や地形発達過程を復元
・潮間帯堆積物の分布⾼度や
 堆積地形発達の特徴に基づいて
 地殻変動を推定

3. 推定される地殻変動
最近1万年間の沖積層の堆積過程
 各平野ともに海進による陸域から浅海域
への環境変化、その後の海退による浅海から
陸域への環境変化が推定される(図2)。
三陸海岸中〜南部で推定される沈降傾向
 三陸海岸中〜南部(図1の津軽⽯以南)では、
9000〜6000年前の潮間帯堆積物(海⾯⾼度
付近で堆積した堆積物)の分布⾼度から推定
される当時の海⾯⾼度が、地殻変動を含ま
ない同時期の海⾯⾼度の理論値よりも低い
(例えば図2a)。このことから、当該地域は
最近数千〜1万年間は沈降傾向にあることが
⽰唆される。
三陸海岸北部で推定される相対的隆起傾向
 三陸海岸北部では、9000〜6000年前の
浅海堆積物(海⾯⾼度よりも低標⾼で堆積した
堆積物)から推定される当時の海⾯⾼度の下限
(例えば図2b)が、三陸海岸中〜南部で推定さ
れる同時期の海⾯⾼度(例えば図2a)よりも⾼い。
このことから当該期間の三陸海岸北部の海⾯⾼度
は同海岸中〜南部よりも⾼いことが推定され、
三陸海岸北部における相対的隆起傾向が⽰唆される。

4. まとめと今後の展望

 三陸海岸の最近数千〜1万年間の地殻変動は、北部で相対的隆起、
中〜南部で沈降傾向にあることが推定された。この地殻変動の分布は、
12.5 万年前に形成された隆起の指標となる海成段丘が同海岸最北部
のみでしか確実度⾼く認定できないこと(宮内ほか,2013)と調和的で
あるため、最近数千〜1万年間の地殻変動様式が10万年前頃まで適⽤
可能と考えられる。
 今後、三陸海岸よりも南側にも調査範囲を拡張し、東北地⽅太平洋岸
⼀帯で様々な時間スケールの地殻変動の⽐較を⾏うことで、⽇本海溝で
発⽣する超巨⼤地震の繰り返しとプレート境界断層の動きの関係の解明が
期待される。
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東北沖地震の震源
(Hirose et al., 2011)
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5 m以上の領域
(Iinuma et al., 2012)

プレート境界

-0
.9 

m
-1

0 
m

m
/y

r

最近数千～ 1万年間の相対的
隆起傾向が推定される
(Niwa and Sugai, 2020, 2021; 
 Niwa et al., 2019)

最近数千～ 1万年間の沈降傾向が
推定される
( 丹⽻ほか , 2014, 2015, 2016；
  Niwa et al.,  2017; 
  Ishimura and Miyauchi, 2017)

最近数千～ 1万年間の地殻変動
速度の最小値

最近数千～ 1万年間の地殻変動
速度の範囲 (圧密の影響を含む )

最近数千～ 1万年間の地殻変動
速度の範囲

東北沖地震時の上下変位量
(隆起を正とする )
(Ozawa et al., 2011)

東北沖地震以前の数 10 ～ 100 年間の
上下変位速度 (隆起を正とする )
 (Kato, 1983)

■■

■■

沖積層研究から推定される
最近数千～ 1万年間の
地殻変動速度
(mm/yr; 隆起を正とする )

図 1 東北沖地震震源域周辺のテクトニックセッティング (a)と地殻変動の分布 (b)

図 2 津軽石平野 (a; Niwa et al.,2017)と久慈平野 (b; Niwa and Sugai, 2020)における沖積層の時空間分布
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(千田・小原，1988)
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1000年ごとの堆積地形

海面高度よりも高標高域で堆積していることに基づいて津軽石平野の海面高度の上限の推定に用いた堆積物

海面高度と同等の高度で堆積していることに基づいて津軽石平野の海面高度の推定に用いた堆積物

海面高度よりも低標高域で堆積していることに基づいて久慈平野の海面高度の下限の
推定に用いた堆積物

凡例

500年ごとの堆積地形3611035330*


